
京都市立芸術大学特別研究助成規程 
（平成２４年４月１日理事長決定） 
（平成２５年３月１２日一部改正） 
（平成２８年４月１日一部改正） 
（令和元年１０月 1 日一部改正） 

 
（目的） 
第１条 この規程は，本学の研究教育方針を踏まえて設定された特別研究（以

下「特別研究」という。）に対する助成について必要な事項を定め，一定期間

それらの研究を重点的に推進し，本学の研究教育水準の向上に資することを

目的とする。 
（特別研究のテーマ設定等） 
第２条 教育研究審議会は，特別研究の公募に際して当該年度における特別研

究のテーマを設定する。 
２ 学長は，公募による特別研究とは別に，テーマ，研究者及び助成額を指定

することができる。 
（助成対象及び助成額） 
第３条 助成は，前条により設定されたテーマに基づく個人研究及び共同研究

を対象とする。 
２ 助成額は，予算の範囲内とする。 
（研究期間） 
第４条 特別研究の期間は，１年以内とする。 
（研究組織） 
第５条 研究組織は，次の者をもって構成する。ただし，同一研究者が，研究

代表者又は共同研究者として，複数の特別研究助成の研究計画に参加するこ

とはできない。 
（１）研究代表者  本学専任教員又は常勤の学芸員であって研究組織を代

表し，研究計画の遂行及び研究成果の公表に関してすべ

ての責任を持つ者 
（２）共同研究者  本学専任教員，本学非常勤講師，学芸員及び本学大学

院（博士（後期）課程）生 
２ 研究遂行に必要な場合，前項に規定する以外の者を研究協力者として参加

させることができる。 
（申請） 
第６条 助成を受けようとする研究代表者は，特別研究助成費申請書を学長に

提出し，採否及び助成額等の審査を受けるものとする。 



（審査等） 
第７条 学長は，申請締切り後の理事会において，教育研究審議会委員及びそ

の他の専門知識を有する教員の中から，当該申請と関係のない者を選出し，

特別研究審査委員会（以下「委員会」という。）を設置する。委員会は，前条

の特別研究助成費申請書を審査し，助成額の配分等を審議する。 
（決定通知） 
第８条 学長は，委員会の審査，審議に基づき，対象研究及び助成額を決定し，

申請者に通知する。 
（助成対象等の変更） 
第９条 研究組織又は助成額を変更する必要が生じたときは，直ちに委員会の

審議に付さなければならない。 
（助成金の使途範囲） 
第１０条 助成金は，特別研究の遂行及び研究成果の発表等に必要な支出に充

てるものとする。 
（助成金の請求手続・決算報告書） 
第１１条 研究代表者は，助成金支出の必要のつど，事前に助成金支出願を学

長に提出しなければならない。 
２ 研究代表者は，３月末までに決算報告書を学長に提出しなければならない。 
（助成金の使途管理） 
第１２条 助成金の交付を受けた研究代表者は，その予算を適正かつ効率的に

執行しなければならない。 
（助成金の返還） 
第１３条 前２条に定める事項に違反した場合は，研究代表者は助成金の全部

又は一部を現金で返還しなければならない。 
（研究報告） 
第１４条 助成金の交付を受けた研究代表者は，研究期間終了後直ちに研究報

告書を提出しなければならない。 
（研究成果の公表） 
第１５条 助成金の交付を受けた研究代表者及び共同研究者は，研究成果を公

表し，設定された特別研究の進展を図り，本学の研究教育の向上に努めなけ

ればならない。 
２ 研究成果の公表は，本学のホームページ，報告書の発行，紀要への掲載，

展覧会・演奏会の開催，ＣＤ・ＤＶＤの作成等の方法によるものとし，特別

研究であることを明らかにしなければならない。 
（助成の事務） 
第１６条 京都市立芸術大学特別研究に関する事務は，教務学生課が行う。 



（その他） 
第１７条 この規程において別に定める事項及びこの規程に実施に関し必要な

事項は，学長が定めるものとする。 
   附 則 
この規程は，平成２４年４月１日から施行する。 

   附 則 
 （施行期日） 
１ この規程は，平成２５年３月１２日から施行する。 
 （特別研究推進委員会規程の廃止） 
２ 特別研究推進委員会規程は，平成２５年３月１２日をもって廃止する。 
   附 則 
 この規程は，平成２８年４月１日から施行する。 

附 則 
 この規程は，令和元年１０月１日から施行する。 
 


